
Ⅳ 秋葉信仰と秋葉街道 

武運長久と火伏の信仰を集める秋葉信仰と秋葉街道
に関連した文化財群 
＜構成要素＞ 
秋葉神社、秋葉山、秋葉街道（常夜灯・鞘堂・道標・道祖
神・石仏 等）、神事、祭事、伝承 等 

＜代表的な文化財＞ 
●秋葉神社境内(1) 
●瑞雲院山門(2) 
●上島新田組秋葉山常夜灯鞘堂(3)
●秋葉神社社叢(4) 
●秋葉山火祭り(5) 
●太刀 銘安縄（備前）

●太刀 銘来国光 
●太刀 銘弘次 
●秋葉神社神門 
●秋葉街道貴布祢の道標 
●小松秋葉大鳥居  等 

Ⅲ 戦国大名たちの攻防 

城跡と関連遺産から見られる地域を舞台とした戦国大
名の攻防に関連した文化財群 
＜構成要素＞ 
城跡、古戦場、屋敷跡、伝承 等 

＜代表的な文化財＞ 
●三岳城跡(1)
●二俣城跡及び鳥羽山城跡(2.3)
●高根城跡(4) 
●犀ヶ崖古戦場(5) 

●浜松城跡(6) 
●千頭峯城跡 
●犬居城跡 
●井伊谷城跡 等 

Ⅱ 中・近世から続く祭礼・芸能 

地域に残る信仰・祭礼の特徴に関連した文化財群 
＜構成要素＞ 
田楽、神楽、ひよんどり、おくない、念仏踊り、農村歌舞伎、流
鏑馬、田遊び、念仏講 等 

＜代表的な文化財＞ 
●西浦の田楽(1) 
●横尾歌舞伎(2) 
●遠州大念仏(3)
●遠江のひよんどりとおくない(4)

●滝沢の放歌踊 
●川合花の舞 
●呉松の大念仏 
●西浦の念仏踊 等 

Ⅰ 地域社会と古墳 

古墳の造営に見られる古代の地域社会の様相に関連
した文化財群
＜構成要素＞ 
古墳、考古資料 等（副葬品、埴輪、飾り大刀 等） 

＜代表的な文化財＞ 
●光明山古墳(1) 
●赤門上古墳出土遺物(2)
●辺田平1号墳出土遺物(3)
●陣座ヶ谷古墳 
●馬場平古墳 

●渭伊神社境内遺跡
●北岡大塚古墳
●二本ヶ谷積石塚群
●入野古墳
●向野古墳 等 

５.文化財の保存活用に関する取組と事業 
 本市の文化財の保存活用に関する現状と課題及び方針を踏まえ、今後進める業務内容を「取組」、個別の業務を推進するため
の具体的な措置を「事業」とし、課題の項目ごとに対応した取組と事業を行います。事業には恒常的なものと、計画期間中に重点
的に行うものを設定しています。

６.文化財の総合的な保存活用のための取組（関連文化財群・文化財保存活用区域の設定）
 計画期間内において文化財の保存活用事業を総合的かつ重点的に推進するため、本市における歴史文化の特徴を踏まえ、関
連文化財群と文化財保存活用区域を設定します。 

６-１ 関連文化財群 
国や県、市の指定文化財（特に、史跡や無形民俗文化財）が豊富にみられることに加え、その分布が市内広域に及ぶことを要
件として、古墳（指定史跡22件）、祭礼・芸能（指定無形民俗文化財11件）、城跡（指定史跡16件）、秋葉信仰（関
連する指定文化財 15 件）に注目し、関連文化財群として一体的な保存活用に取り組む事業を行います。
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６-２ 文化財保存活用区域 
 国指定の重要文化財建造物もしくは国指定史跡がある地域に注目し、A.浜
松中心区域（中区・西区）、B.表浜名湖区域（西区）、C.奥浜名湖区域
（北区）、D.天竜二俣区域（天竜区）の４か所を文化財保存活用区域と
して設定し、重点的な保存活用事業を行います。 

Ａ.浜松中心区域 

縄文時代や弥生時代の集落、古墳時
代の大型円墳、奈良・平安時代の郡役
所跡、中世都市、近世城下町などの拠
点形成を経て、近代都市に至る文化財が
集中する地域。 

＜代表的な文化財＞ 
蜆塚遺跡
伊場遺跡 
引間城跡 
遠州大念仏 

佐鳴湖
入野古墳 
浜松城 
犀ヶ崖古戦場 

Ｂ.表浜名湖区域 

地震や高潮といった自然災害にさらされ
ながら、浜名湖とともに人々の営みが続け
られてきた地域。中村家住宅や東海道舞
坂宿を含むほか、関連がある神社とその祭
礼、漁労、海苔やうなぎ養殖など、湖と一
体の景観が広がる。 

＜代表的な文化財＞ 
中村家住宅
舞坂宿脇本陣 
舞阪の海苔生産用具 
舞阪町の大太鼓祭り 

中村家住宅長屋門
東海道の松並木 
息神社の田遊祭 
うなぎ・すっぽんの養殖 

Ｃ.奥浜名湖区域 

銅鐸、古墳、仏教遺跡、文化財建造
物、美術工芸品、名勝庭園、城跡群、
姫街道関連史跡などの豊富な文化財が
残る地域。正月行事や農村歌舞伎、漁
業やみかん栽培等の生業と浜名湖が織り
なす景観や食文化にも特徴がある。 

＜代表的な文化財＞ 
浜名惣社神明宮本殿
宝林寺仏殿・方丈 
鈴木家住宅 
浜名湖 

方広寺七尊菩薩堂
三岳城跡 
川名・寺野のひよんどり 
龍潭寺庭園 

Ａ.浜松中心区域 Ｂ.表浜名湖区域 

Ｃ.奥浜名湖区域 Ｄ.天竜二俣区域 

Ｄ.天竜二俣区域 

天竜川中流域の山地の南端であるとと
もに、平野部の起点にあたる地域。陸上と
水上の交通路がともにこの地で結節し、古
くから交通・交易や戦略上の要衝だった。 

＜代表的な文化財＞ 
光明山古墳
鳥羽山城跡 
旧田代家住宅 
二俣まつり 

二俣城跡
内山家住宅長屋門 
旧二俣役場 
鹿島の花火 
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6-1 関連文化財群に関する文化財
関連文化財群(Ⅰ古墳)
   国指定    県・市指定 
関連文化財群(Ⅱ芸能)
   国指定    県・市指定 
関連文化財群(Ⅲ城跡)
   国指定    県・市指定 
関連文化財群(Ⅳ秋葉)
   国指定    県・市指定 

6-2 文化財保存活用区域に関する
文化財（関連文化財群以外）
国指定 
県・市指定、国登録 
文化保存活用区域の位置
Ａ 浜松中心区域 
Ｂ 表浜名湖区域 
Ｃ 奥浜名湖区域 
Ｄ 天竜二俣区域
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